


は し が き

景気の低迷による生産活動の鈍化は、一見公害の発生件数の減少を促し

ているかにも思えるが、中公審の試算によれば汚染物質の潜在発生量は約

6 ％の経済成長率を前提として昭和60年において、昭和47年の1.5~2倍にな

るとしている。このことは、公害の未然防止と汚染除去に対し弛みない努

力が払われねばならぬことを示唆しいるといえよう。

非金属鉱業の不況による、県北地方の鉱山、製錬所等の相次ぐ閉鎖は、

悲惨な社会問題となったが、残された蓄積性汚染もまた看過出来ないもの

がある。

鉱害によるカドミウム汚染米については、永年の対策の効果が現れてき

ているものの、 52年は汚染米 300俵余、準汚染米約 12,000俵という調査結

果が出ている。

以上の他、離島方式による銑鋼一貫製鉄所を中心とする秋田湾地区工業

開発構想の推進、 180万キロワット規模の能代石炭火力建設計画の始動、鳥海

山の噴化による、子吉川、白雪川の酸性化、八郎潟残存湖水質の富栄養化な

ど、種々の問題を背景として我々が取り組んだ調査結果を取りまとめたも

のである。本書が多少でも住みよい環境づくりにお役に立てば幸いと存ず

る次第である。

昭和 53年 12月

秋 田 県公害技術センター

所長小田野 直
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ー 沿 革

昭和 45年 7月 1日

昭和 46年 4月 1日

昭和 46年 10月 1日

昭和 48年 4月 1日

昭和 48年 7月 19日

秋田県公害技術セソター発足

大気科、水質科 13名

設闘場所 → 秋田県工業試験場内

土質科増設 22名

企画開発部→環境保健部（公害課）所属

テレメーター係、管理係新設 27名

独立庁舎完成（竣功式）

2
 

庁 舎 の 概要

(1) 位 置 秋田市八橋字下八橋 191-18

(2) 敷地面積 6,664.5 m' 

(3) 建 物 鉄筋コソクリート造 3階建延 1,929.7 8 6 m' 

(4) 建物の主な内訳

1階 テレメータ室、所長室、事務室、技術相談室、ボイラー室

6 2 4, 5 7 8 m' 

2階 大気試験室、水質士質試験室、騒音振動試験室、臭気試験室、ガスクロ機器室

5 6 4, 5 7 8 m' 

3階 有害ガス生物試験室、放射能試験室、細菌試験室、会議室、分析室

5 6 4, 5 7 8 m2 

4階 ぺ‘ノトハウス

5階 ペントハウス

車庫（試料処理室含む）
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3 組 織

(1) 機構と事務分掌

管理係→人事、予算、給与、物品、財産、庁舎

(6 名） 管理、福利厚生

次 長

(1名）
＇ 大 気科→ 大気汚染の調査研究

(5 名） 騒音、振動、悪臭の測定調査研究

所長

水質科 → 環境水質試験、工場・事業場排水調査、
(5 名） PCB環境汚染研究

主任専門 専門

(1名）
研究員1 
(1名） 73質□→ 土壌農作物の調査研究

テレメークー係
→テレメーターシステムによる公害監視

(4 名）

(2 職員配置

53. 4. 1現在

ぢ 事 務 技 術 運転手 計

所 長 l 1 

次 長 1 1 

主任専門研究員 1 1 

専門研究 員 1 1 

砥目 理 係 4 2 6 

大 気 科 5 5 

水 質 科 5 5 

土 質 科 3 3 

テレメーター係 4 4 

計 5 20 2 2 7 
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(S 職員名簿

53. 9. 3 0 現在

職
52 年 度 53 年 度

科係名 名 備 考
氏 名 氏 名

所 長 小 田 野 直 小田野 直

次 長 佐 藤 惣 総務部税務課ヘ

” 高 橋 秋 男
退職（財団法人秋田県分析
化学センター）へ

” 水 木 孝四郎 大館地区総合事務所より

主任専門
進 藤 政 勝 専門研究員より

研究員

専門研究員 大 橋 猛 大 橋 猛

” 進 藤 政 勝 主任専門研究員へ

管理係 係 長 高 橋 滋 監査委員会事務局へ

” 猿 田 健 船 Ill港湾事務所より

主 任 竹 内 国 子 竹 内 国 子

主 事 藤 田 明 出納局管財課ヘ

” 工 藤 正 則 鷹巣保健所より

事務見習 伊 藤 雪 技 土木部公國下水道課より

運転技師 ＃ 目 原 秋 志 菅 原 秋 志

技能補助員 鈴 木 春 樹 鈴 木 春 樹

大気科 科 長
（兼） （兼）

進 藤 政 勝 進 藤 政 勝

技 師 小 玉 幹 生 小 玉 幹 生

” 真 壁 江田男 真 壁 江田男

” 富 樫 浩 富 樫 浩

” 井 島 辰 也 井 島 辰 也

” 斉 藤 勝 美 新 規 採 用
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科 係名 職 名
52 年 度 53 年 度

備 考
氏 名 氏 名

水 質科 科 長
（兼） （兼）

高 橋 秋 男 大 橋 猛

技 師 小 林 裕 小 林 裕

” 大 平 俊 彦 環境保健部医務薬事課ヘ

’’ 北 嶋 哲 彦 北 嶋 哲 彦

” 加 藤 潤 加 藤 潤

” 盛 岡 文 男 土質科より

” 高 橋 昇 新規採用

土質科 係 長
（兼） （兼）
大橋 猛 大橋 猛

技 師 鈴木 憲 鈴木 憲

” 武 藤 公 武 藤 公
~ 

” 浦 平 則 衛生科学研究所より

” 盛 岡 文 男 水質科へ

テレメーク
係 長

（兼） （兼）
一係 進 藤 政 勝 進 藤 政 勝

技 師 国 部 十二郎 国 部 十二郎

” 江 I I I 善 則 江 l | | 善 則

’’ 仙 波 日出夫 仙 波 日出夫

” 浦 道 夫 ＝ 浦 道 夫
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4
 

予 算

（単位：千円）

款 項 目 節
52 年度 53年度

備 考予算額 予 算 額

衛生 費 環境衛生費 公害対策費 報 酬 1,054 96 0 

共済費 104 187 

賃 金 3,279 4,725 

報償費 l 3 l 108 

旅 費 1,900 2,230 

需 用費 27,566 32,027 

役 務費 5,493 7,732 

委託 料 7,695 8,520 

使用料及び
144 14 4 

賃借 料

工事請負費 1,016 1,738 

備品購入費 5,0 l.1 4,170 

公 課費 l l l 1 1 1 

計 53,504 62,652 
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5
 

主 要 機 器

機 器 名 規 格 数量 備 考

低 湿 灰 化 装 置 トラペロ LTA-302 4 

分 光 光 電 光 度 計 日立 13 9 3 

赤外線分光光度計 東芝ベックマソ IR-33 1 

自 記 分 光 光 度 計 日立 323 1 

紫外線吸光自記分光光度計 日立 356 1 

原子吸光分光光度計
日立 208

島津 AA610 S 5 
日立 508

炎 光 光 度 検 出 器 島津 EPP-A 1 

ガス クロマ トグラフ
島津 GC-4BM 4 
島津 GC-3 A 

F p D 検 出 器 島津 GC-4BM 1 

イ ソ テ グ レ ーダー 島津 ITG-4A 2 

自動 イオウ分 析装置 東芝 AGK-77108 1 

煙道二酸化ィオウ分析計 高立 KS-300 1 

積 分 球 式 濁 度 計 日本精密光学 SEP-IRE 1 

T 

゜
C 測 定 機 日本分光 5 2 4 B型 1 

油 分 測 定 装 置 柳 本 OlL-102 1 

金属成 分 抽 出装置 日立 550 1 

粒 度 分 布 測 定 機 セイシン企業 SKN-500 1 

士壌試料抽出振とう装置 三田村 MRK 1 

天 秤 メトラ PR -7 o o 1 

マルチガスサンプラー 東京工業 72-8型 2 

アンダーセンエァサンプラー 高立機器 KA-200 3 
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機 器 名 規 格 数 菫 備 考

ソ フ テ ツ ク ス EMB  l 

純 水 装 置
ヤマト W A  - 550 
ヤマト W A  - 715 

2 

～ 
標 準ガ ス 発生 装置 紀本 sGG -2 1 

標準オソさ、ノ計校正装置 紀本 1 

乾 燥 器 タバイ P(S)-34 2 

ふ ら ん 器 平山式 1 

全 自動排水処理装置 同和鉱業 LIP 5 o AH3 1 

監 視 用 船 ヤマハ VV-25 1 

公 害 測 定 車 いすず By 31 1 

風 向 ． 風 速 計 光進 MU-110 20 

二酸化硫黄自動測定機 電気化学
GRH 

＇ 20 
GR・2C・3C

デ ジ タ ル粉 じ ん 計 柴田 A-703 7 

窒素酸化物自動測定機 紀本 2 1 2 18 

一酸化炭素 自動測定機 日立堀場 APMA-10、 6 
2000 

オキンダ｀ノ ト自動測定機 柳本 TGA-3 o o 4 

炭 化水素自動 測 定 機 島津 HCM-3AS 1 

逆 転 層 測 定 装 置 小笠原 TR - 6 1 o 1 

大気安定度自動測定装置 光進 AS AR  -1 o o o 1 

テレメーター装眉ー式 日立 1 
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